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存続運動は空回りしたのではないか？仁淀高校（大渡）

東
京
都
の
和
田
中
学
が
行

っ
て
い
る
夜※

　
　ス

ペ
を
町
に
導

入
す
る
考
え
は
。

次
元
の
高
い
取
り
組
み
と

考
え
る
。

特
に
優
れ
た
生
徒
を
育
て

る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ

が
、
費
用
の
負
担
、
参
加
し

な
い
者
と
の
格
差
の
心
配
、

保
護
者
の
理
解
な
ど
配
慮
す

べ
き
課
題
が
多
い
。

四
十
年
間
、
機
会
均
等
を

念
頭
に
置
き
実
践
指
導
し
て

き
た
。

三
月
八
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

「
日
本
人
の
学
力
」
と
い
う

番
組
を
視
聴
し
、
和
田
中
の

や
り
方
は
、
参
考
に
す
る
必

要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

問

西
森
常
晴

答 残念でならない

3年後
仁淀高校がなくなる

夜
ス
ペ
を
導
入
し
て
は

難
し
い

答

中学校

昔
、
六
年
生
担
任
の
先
生

が
、
勉
強
好
き
な
児
童
に
時

間
外
個
人
授
業
（
早
朝
）
を

行
っ
た
。
そ
の
児
童
は
市
内

の
私
立
中
、
高
を
経
、
自
治

医
大
に
進
み
、
現
在
、
故
郷

の
診
療
所
の
院
長
と
し
て
地

域
の
医
療
に
貢
献
し
て
い

る
。小

・
中
で
基
礎
学
力
を
つ

け
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
能

力
の
高
い
子
に
は
、
さ
ら
に

力
を
つ
け
て
や
る
指
導
も
大

事
で
は
。

機
会
均
等
に
重
点
を
置
い

た
現
状
で
は
、
伸
び
る
子
の

芽
を
摘
み
町
を
離
れ
る
若
い

親
が
増
え
る
の
で
は
。

研
究
の
必
要
は
あ
る
と
思

う
が
、
現
時
点
で
は
難
し
い
。

仁
淀
高
校
の
最
後
の
入
学

試
験
が
行
わ
れ
た
。

三
年
後
に
は
、
仁
淀
高
校

は
な
く
な
る
。

存
続
で
き
る
努
力
は
し
た

か
。十

二
年
、
当
時
の
首
長
ら

を
中
心
に
「
仁
淀
高
等
学
校

振
興
対
策
協
議
会
」
を
つ
く

り
、
県
教
育
長
や
地
元
選
出

の
県
議
会
議
員
へ
の
要
望
活

動
を
行
っ
て
き
た
。

で
き
る
限
り
の
対
策
は
取

っ
た
と
考
え
る
が
、
残
念
で

な
ら
な
い
。

で
き
る
だ
け
の
努
力
と
は

ど
う
い
う
努
力
か
。。

十
八
年
七
月
二
十
七
・
二

十
八
・
三
十
一
日
に
地
区
別

の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た

が
、
参
加
者
が
非
常
に
少
な

か
っ
た
。

今
年
の
小
学
校
の
卒
業
生

は
三
十
七
人
。
三
年
後
、
町

内
の
高
校
一
年
生
は
三
十
七

人
。県

の
方
針
は
、
存
続
の
絶

対
条
件
は
一
学
年
二
学
級
以

上
だ
。
本
気
に
存
続
を
考
え

る
な
ら
、
町
外
か
ら
同
数
の

生
徒
が
入
学
し
な
い
と
数
が

足
ら
な
い
。

石
川
県
七
尾
市
は
、
七
校

あ
っ
た
高
校
が
三
校
に
な
っ

た
。
歯
止
め
対
策
と
し
て
、

俳
優
の
仲
代
達
矢
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、「
演
劇
科
」
を

新
設
、
全
国
か
ら
応
募
が
あ

っ
た
。

吾
川
村
時
代
か
ら
仁
淀
高

校
に
「
漫
画
学
科
」
を
新
設

し
て
、
全
国
募
集
を
提
案
し

た
。
協
議
会
で
議
論
さ
れ
た

か
。会

議
録
が
あ
れ
ば
見
せ
て

欲
し
い
。

手
元
に
な
い
の
で
、
後
で

提
出
す
る
。

問

西
　
森

問

西
　
森

答

教
育
長

答

教
育
委
員
長

答

教
育
長

※
夜
ス
ペ
（
有
料
の
補
習
授

業
・
二
年
生
の
成
績
上
位

者
が
対
象
、
二
万
円
前
後

の
費
用
で
週
三
回
、
放
課

後
と
土
曜
日
に
民
間
の
塾

の
先
生
が
行
う
）

問

西
　
森

問

西
　
森

答

教
育
長

答

教
育
長

答

教
育
長
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小
さ
く
な
ら
な
い
か

買
っ
た
ば
か
り

答

胃カメラ

有
機
無
農
薬
で

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
れ

挑
戦
す
る

答

茶

大
崎
診
療
所
の
胃
カ
メ
ラ

だ
が
、
小
さ
く
な
ら
な
い
か
。

現
在
の
カ
メ
ラ
（
直
径
九

Ÿ
）
は
、
十
七
年
度
に
、
一

三
六
五
万
円
（
内
補
助
金
六

八
二
万
円
）
で
購
入
し
た
ば

か
り
。
最
近
五
Ÿ
の
も
の
が

使
わ
れ
だ
し
、
好
評
の
よ
う

だ
。価

格
は
二
五
〇
万
円
だ
が

買
っ
た
ば
か
り
で
補
助
対
象

に
な
り
に
く
い
。
患
者
の
負

担
を
少
な
く
す
る
こ
と
は
重

要
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

西
　
森

茶
の
価
格
が
下
が
り
、
大

変
だ
。

厳
し
い
状
況
だ
。
耕
作
放

棄
地
も
増
え
、
価
格
も
見
通

し
が
た
た
な
い
。

県
の
指
導
も
得
て
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
で
き

れ
ば
直
販
し
て
い
き
た
い
。

国
立
静
岡
病
院
で
は
、
茶

の
ふ
ろ
で
ハ
ク
セ
ン
菌
を
殺

菌
、
炎
症
を
止
め
た
事
例
が

あ
る
。

農
水
省
で
は
、「
花
粉
症

の
治
療
に
カ
テ
キ
ン
が
効
く

の
で
は
」
と
、
研
究
中
と
聞

く
。勉

強
し
て
は
ど
う
か
。

問

西
　
森

べ
に
ふ
う
き
と
い
う
茶

が
、
花
粉
症
に
効
く
と
い
う

の
で
、
生
産
部
会
で
導
入
し

た
と
情
報
が
入
っ
て
い
る
。

飲
料
メ
ー
カ
ー
で
は
、
小

さ
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
二
〇

〇
円
程
度
で
販
売
し
て
い

る
。

有
機
無
農
薬
茶
が
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
る
が
。

池
川
地
区
で
勉
強
会
を
立

ち
上
げ
た
。
吾
川
、
仁
淀
の

茶
農
家
に
も
呼
び
か
け
勉
強

し
て
い
き
た
い
。

和
歌
山
県
の
熊
野
川
上
流

で
柚
子
の
仲
間
「
ジ
ャ
バ
ラ

の
ジ
ュ
ー
ス
」
が
花
粉
症
患

者
に
大
人
気
で
生
産
が
追
い

つ
か
な
い
そ
う
だ
。

そ
の
気
に
な
れ
ば
、
わ
が

町
で
も
宝
物
が
見
つ
か
る
か

も
。新

し
い
分
野
の
挑
戦
を
含

め
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

茶摘みが始まった（高瀬）

胃カメラ

答

副
町
長

問

西
　
森

問

西
　
森

問

西
　
森

答

副
町
長

答

企
画
課
長

答
池
川
地
域
振
興
課
長

答

企
画
課
長
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障
害
児
と
保
護
者
が
通

院
、
訓
練
に
行
く
時
、
タ
ク

シ
ー
券
を
ガ
ソ
リ
ン
代
に
使

用
で
き
な
い
か
。

ガ
ソ
リ
ン
の
高
騰
で
保
護

者
の
負
担
も
大
き
い
。
十
分

な
福
祉
の
面
か
ら
も
実
施
で

き
な
い
か
。

合
併
時
に
協
議
し
た
が
、

目
的
外
使
用
な
ど
が
あ
り
ガ

ソ
リ
ン
券
は
実
施
し
て
い
な

い
。
今
後
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。

成
人
式
も
平
成
二
十
年
で

旧
町
村
を
一
回
り
し
た
が
、

来
年
か
ら
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

旧
池
川
の
土
居
、
仁
淀
の

森
、
大
変
寂
れ
冷
え
切
っ
た
。

町
の
行
事
な
ど
は
旧
町
村

施
設
を
使
用
し
実
施
で
き
な

い
か
。

成
人
式
は
一
月
二
日
に
実

施
。
旧
三
町
村
を
順
番
に
回

り
門
出
を
祝
う
正
月
の
行
事

と
な
っ
た
。

各
地
区
で
三
年
に
一
度
と

な
る
が
、
今
後
も
同
じ
方
法

で
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

答

保
健
福
祉
課
長

答

教
育
長

問

橋
本
眞
一

問

橋
　
本

慎
重
に
検
討
す
る

タ
ク
シ
ー
券
を

ガ
ソ
リ
ン
代
に
使
え
な
い
か

答

成人式は旧3カ町村持ち回りで行われる（1月2日　仁淀多目的研修集会施設）

土居（池川）、森（仁淀）
が冷え切った

成人式は持ち回りで答
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中
国
製
食
品
の
学
校
給
食

施
設
で
の
使
用
状
況
は
、
該

当
す
る
食
品
は
な
く
、
冷
凍

食
品
は
十
分
に
調
査
し
使
用

し
て
い
る
。

南
国
市
で
、
小
学
生
が
虐

待
死
す
る
事
件
が
発
生
し

た
。
本
町
で
も
関
連
機
関
や

地
域
と
連
携
し
深
刻
な
事
態

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
た
い
。

要
保
護
児
童
対
策
協
議
会

の
機
能
を
充
実
さ
せ
、
い
ち

早
く
事
態
を
把
握
し
、
関
係

機
関
で
の
情
報
の
共
有
と
迅

速
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た

に
実
務
者
レ
ベ
ル
の
組
織
を

立
ち
上
げ
た
い
。

新
学
期
の
児
童
生
徒
は
、

小
学
校
は
三
七
人
が
卒
業

し
、
新
入
生
四
四
人
、
全
体

で
二
八
六
人
と
な
り
四
人

増
。
長
者
小
、
別
府
小
は
児

童
数
増
で
、
完
全
単
式
学
級

と
な
る
。

バ
ス
運
行
の
体
制
が
大
き

く
変
わ
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、

部
活
関
連
バ
ス
の
運
行
を
見

直
し
、
新
し
い
運
行
組
織
で

効
率
よ
く
児
童
生
徒
を
送
迎

す
る
。

耐
震
関
連
事
業
は
、
大
崎

小
を
計
画
、
夏
休
中
に
完
了

予
定
。

学
力
向
上
対
策
は
、
前
回

の
学
力
学
習
状
況
調
査
結
果

の
分
析
な
ど
で
、
基
礎
学
力

の
定
着
を
図
り
、
教
職
員
の

資
質
向
上
に
、
十
分
な
研
究

や
研
修
を
行
い
、
町
の
特
色

を
生
か
し
た
教
育
に
取
り
組

む
。

ま
た
幼
児
期
か
ら
小
学

校
、
中
学
校
と
の
連
携
の
重

要
性
を
感
じ
、
教
員
人
事
は

管
理
職
レ
ベ
ル
の
小
、
中
学

校
間
の
人
事
交
流
を
考
え

る
。学

習
や
生
活
面
で
特
別
な

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
に

四
月
か
ら
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
配
置
を
考
え
て
い

る
。生

涯
学
習
は
本
町
に
縁
の

あ
る
人
物
、
作
品
を
紹
介
す

る
企
画
展
を
行
い
、
福
原
云

外
「
ふ
る
さ
と
書
道
展
」
で

は
、
二
四
〇
人
の
見
学
が
あ

っ
た
。

地
域
資
源
を
町
の
宝
物
と

し
て
、
地
域
財
産
を
活
用
し
、

多
く
の
町
民
が
参
加
で
き
る

生
涯
学
習
の
環
境
づ
く
り
に

努
め
、
自
然
や
郷
土
の
文
化

遺
産
を
活
用
し
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
地
域
文
化
の
向

上
と
健
康
で
生
き
甲
斐
を
持

っ
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く

り
に
努
め
る
。

小学生は286人、中学生は125人
－ 小・中の連携強化を図る －

委員会の報告 教育長 大野　敏光

子どもは地域の宝（長者小）

学
校
給
食
に

中
国
製
品
は
ゼ
ロ

長
者
小
、別
府
小
は

完
全
単
式
学
級
に

小
学
生
の
虐
待

ス
ク
ー
ル
バ
ス

耐
震
工
事
は
大
崎
小

学
力
の
向
上
を
図
る

管
理
職
レ
ベ
ル
で

小
・
中
の
人
事
交
流
を
図
る

地
域
資
源
を

町
の
宝
物
と
し
て

福
原
云
外

「
ふ
る
さ
と
書
道
展
」

特
別
教
育
指
導
員


